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ま
せ
ん
。

　

ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

年
４
回
発
行
し
て
お
り
ま
す

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
に
、

皆
様
か
ら
ご
意
見
・
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
の

推
進
を
お
約
束
し
、
市
民
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

南九州議会だより　第３３号　新議会スタート

　

議
長
就
任
に
あ
た
り
、
市

民
の
皆
様
に
一
言
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
員
の
皆
様
方

の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
南

九
州
市
議
会
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
重
責
で
は
あ

り
ま
す
が
、
議
員
各
位
の
ご

協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
市
民
の
代
表
機
関
と

し
て
、
そ
の
責
務
を
果
た
せ

る
よ
う
議
会
運
営
に
取
り
組

む
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

南
九
州
市
議
会
で
は
、
平

成
25
年
12
月
に
議
会
基
本
条

例
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
議
会
が

担
う
役
割
を
常
に
自
覚
し
な

が
ら
議
員
の
活
動
原
則
を
明

記
し
、
こ
れ
ま
で
に
議
会
報

告
会
の
開
催
や
議
会
中
継
、

議
会
だ
よ
り
の
充
実
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
で

す
が
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
や
す
く
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
し
っ
か
り
と
担
え
る

議
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
市
の
現
状
を
見
ま
す

と
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ

る
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
地
方
交
付
税
の
漸

減
期
間
に
入
り
、
非
常
に
厳

し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら

れ
、
さ
ら
に
行
政
改
革
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
難
局
を
乗

り
越
え
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
様
、
執
行
部
、
議

会
が
一
体
と
な
っ
て
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
誇
れ
る
南
九
州
市
を
引
き

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

新議会がスタート

議
長
あ
い
さ
つ

　

議
会
の
運
営
、
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
条
例
な
ど
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
査
を
行
い
ま
す
。満

留　

秀
昭

大
倉
野
忠
浩

○
吉
永　

賢
三

西　
　

次
雄

◎
加
治
佐
民
生

内
園
知
恵
子伊

瀬
知
正
人

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

（
以
下
、
同
様
）

議
会
運
営
委
員
会
（
７
人
）

副
議
長

加
治
佐　

民 
生

議　

長

蔵 

元 

慎 

一

　

南
九
州
市
と
な
っ
て
３
回

目
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
新

議
員
７
人
を
含
め
20
人
の
議

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

初
議
会
は
12
月
25
日
に
開

催
し
、
議
長
・
副
議
長
、
委

員
会
の
構
成
な
ど
を
決
め
ま

し
た
。



3 南九州議会だより　第３３号　新議会スタート

一
部
事
務
組
合
議
会
の
議
員

（　

）
内
は
構
成
団
体

◆
南
薩
介
護
保
険
事
務
組
合

（
枕
崎
市　

南
さ
つ
ま
市　

南
九
州
市
）

　

蔵
元
慎
一　

加
治
佐
民
生　

伊
瀬
知
正
人　

西
次
雄

　

介
護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
認
定
審
査
会
の
審
査

判
定
業
務
、
要
介
護
認
定
及
び
要
支
援
認
定
に
関
す
る
事
務

◆
南
薩
地
区
衛
生
管
理
組
合

（
枕
崎
市　

日
置
市　

南
さ
つ
ま
市　

南
九
州
市
）

　

蔵
元
慎
一　

伊
瀬
知
正
人　

西
次
雄

　

ご
み
・
し
尿
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営

◆
指
宿
南
九
州
消
防
組
合　
　
　
　
　
（
指
宿
市　

南
九
州
市
）

　

蔵
元
慎
一　

加
治
佐
民
生　

吉
永
賢
三　

内
園
智
恵
子

　

消
防
に
関
す
る
事
務

◆
指
宿
広
域
市
町
村
圏
組
合　
　
　
　
（
指
宿
市　

南
九
州
市
）

　

蔵
元
慎
一　

伊
瀬
知
正
人

　

ご
み
・
し
尿
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営

　

一
部
事
務
組
合
は
、
行
政
の
能
率
化
・
効
率
化
を
図
る
た

め
、
特
定
の
事
務
を
関
係
の
市
町
村
で
共
同
処
理
す
る
。

　

市
の
財
政
や
税
、
交
通
・
防
災
、
行
政
改
革
、
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
査
を
行
い
ま
す
。

浜
田　

茂
久

蔵
元　

慎
一

○
内
園
知
恵
子

大
久
保
太
智

◎
吉
永　

賢
三

米
満　

孝
二松

久
保
正
毅

総
務
常
任
委
員
会
（
７
人
）

　

農
業
や
住
宅
・
道
路
・
水
道
、
商
工
観
光
な
ど
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
査
を
行
い
ま
す
。

大
倉
野
由
美
子

加
治
佐
民
生

○
大
倉
野
忠
浩

竹
迫　
　

毅
◎
満
留　

秀
昭

鮫
島　

信
行山

下
つ
き
み

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
７
人
）

　

福
祉
、
介
護
、
保
険
な
ど
の
市
民
生
活
や
教
育
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
査
を
行
い
ま
す
。

○
西　
　

次
雄

川
畑　

実
道

◎
伊
瀬
知
正
人

今
吉　

賢
二菊

永　

忠
行

日
置　

友
幸

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
６
人
）

常任委員会

の構成



4南九州議会だより　第３３号　人事案件、臨時議会

人

事

案

件

◆ 

監
査
委
員 
◆

山
下　

つ
き
み　
氏

　
　
　
　

川
辺
町　

野
崎

任
期　

28
年
１
月
７
日
か
ら

　
　
　

31
年
12
月
22
日
ま
で

海
江
田　

宗
順　
氏

　
　
　
　

川
辺
町　

高
田

任
期　

28
年
１
月
８
日
か
ら

　
　
　

32
年
１
月
７
日
ま
で

◆ 

教
育
委
員
会
委
員 

◆

池
畠　

薫　
氏

　
　
　
　

川
辺
町　

野
崎

任
期　

28
年
１
月
８
日
か
ら

　
　
　

30
年
１
月
７
日
ま
で

福
吉　

良
夫　
氏

　
　
　
　

頴
娃
町　

郡

任
期　

28
年
１
月
７
日
か
ら

　
　
　

32
年
１
月
６
日
ま
で

　

平
成
28
年
１
月
６
日
の
全

員
協
議
会
で
、
新
広
域
ご
み

処
理
施
設
の
経
過
及
び
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

南
九
州
市
の
候
補
地
は
、

川
辺
清
掃
セ
ン
タ
ー
隣
接
地

付
近
（
川
辺
町
上
山
田
）
と

旧
競
馬
場
南
側
付
近
（
川
辺

町
下
山
田
）
で
、
他
市
の
３

候
補
地
を
加
え
た
、
計
５
候

補
地
の
中
か
ら
、
平
成
28
年

７
月
ま
で
に
建
設
予
定
地
を

決
定
す
る
計
画
で
す
。

　

平
成
36
年
４
月
１
日
供
用

開
始
の
予
定
で
す
。

日置市クリーン・センター

内鍋清掃センター

推薦地　５
（南九州市）

知覧中継場

川辺清掃センター

推薦地　４
（南九州市）

推薦地　１
（枕崎市）

推薦地　２
（日置市）

推薦地　３ 
（南さつま市）

建設候補地に係る　　　　　「新広域ごみ処理施設」経過及び今後の計画について
全員協議会で経過報告！
処理計画区域《南九州市（知覧・川辺），枕崎市，南さつま市，日置市》

第
１
回
臨
時
議
会

本
多　

公
明　
氏

　
　
　

鹿
児
島
市
下
竜
尾
町

任
期　

28
年
２
月
１
日
か
ら

　
　
　

32
年
１
月
31
日
ま
で

対象区域及び建設候補地推薦地位置図

　

１
月
26
日
、
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
案
件

が
提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

♦
副
市
長
♦
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問　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
移
行
に
よ
り
、
保
育

所
現
場
で
の
混
乱
は
な
い

か
。

答　

加
算
を
受
け
る
た
め
の

調
書
作
成
に
当
た
っ
て
、
加

算
項
目
が
多
く
難
解
で
作
成

に
期
間
を
要
す
る
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
る
。
市
と
し
て

は
、
保
育
所
現
場
の
負
担
軽

減
に
な
る
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
。

　

空
屋
等
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴

い
、
空
屋
等
に
関
す
る
必
要

な
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る

こ
と
を
目
的
に
制
定
す
る
も

の
で
、
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
。

目
的

　

本
市
に
お
け
る
適
切
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
屋

等
に
関
す
る
対
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
、
市
の
責
務
、
市
民
、
所

有
者
及
び
事
業
者
の
責
務
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
安
全

及
び
良
好
な
生
活
環
境
の
確

保
を
図
る
も
の
。

市
の
責
務

　

特
別
措
置
法
に
規
定
す
る

空
屋
等
対
策
計
画
の
作
成
及

び
こ
れ
に
基
づ
く
空
屋
等
に

関
す
る
対
策
の
実
施
な
ど
。

保
育
対
策
等
推
進
事
業
費

▲
５
３
１
６
万
８
千
円

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

よ
り
、
公
定
価
格
の
改
定
に

よ
る
延
長
保
育
促
進
事
業
費

補
助
対
策
経
費
を
、
前
述
の

私
立
保
育
所
等
運
営
費
で
計

上
す
る
こ
と
に
伴
う
減
額
が

主
な
も
の
で
あ
る
。

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

３
３
０
０
万
円

　

児
童
発
達
支
援
等
の
利
用

実
績
に
よ
り
障
害
児
童
給
付

費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
扶
助
費
を
増
額
す
る
も

の
。

自
立
支
援
医
療
費
給
付
事
業

費

２
１
２
１
万
４
千
円

　

自
立
支
援
医
療
費
給
付
事

業
費
の
実
績
見
込
み
及
び
平

成
26
年
度
の
精
算
に
よ
り
増

額
す
る
も
の
。

市
民
、
所
有
者
等
及
び
事
業

者
の
責
務

　

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
空

屋
等
の
適
切
な
管
理
に
努

め
、
空
屋
等
対
策
計
画
に
基

づ
く
対
策
に
協
力
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
代
執
行

　

市
長
は
、
特
措
法
の
規
定

に
よ
る
命
令
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
特
定
空
屋
等
の
所

有
者
が
こ
れ
を
履
行
し
な
い

場
合
に
お
い
て
、
他
の
手
段

に
よ
っ
て
そ
の
履
行
を
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
不
履
行
を
放
置

す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に

反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
行
政
代
執
行
法
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
自
ら
必
要

な
措
置
を
行
い
、
又
は
第
三

者
に
こ
れ
を
行
わ
せ
、
そ
の

費
用
を
当
該
所
有
者
等
か
ら

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

民

生

費

私
立
保
育
所
等
運
営
費

１
億
４
７
１
６
万
２
千
円

　

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
よ
る
公
定
価
格
単
価
な
ど

の
増
額
に
伴
い
、
私
立
保
育

所
等
へ
の
運
営
負
担
金
を
増

額
す
る
も
の
。

南九州議会だより　第３３号　12月議会補正予算

 

保育所関係費など補正
今回補正額　　　　　　　　　１億１１６７万８千円
一般会計予算総額　２１７億９１４７万８千円

主
な
補
正

　

12
月
定
例
会
は
、
11
月
18
日
か
ら
27
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
や
条
例
制
定
な
ど
議
案
27
件
が
審
議
さ
れ
、
空
屋
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

南
九
州
市
空
屋
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
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議 会 の 動 き
１２月１３日　南九州市議会議員選挙
　　１４日　当選証書交付式
　　２５日　27年第５回臨時会（開会）
１月６日　27年第５回臨時会（閉会）
　　１８日　新議員研修会
　　２１日　県市議会議員研修会
　　２６日　第１回臨時会（開会）
２月２日　第１回臨時会（閉会）
　
【３月定例会】
２月１６日　議会運営委員会
　　２３日　本会議（開会：施政方針）
　　２６日　議会運営委員会
　　２９日　常任委員会（補正予算審査）
３月８日　本会議（補正予算採決，一般質問）
　　９日　本会議（一般質問）
　　１０日　本会議（一般質問）
　　１１日　常任委員会（当初予算審査）
　　１４日　常任委員会（当初予算審査）
　　１６日　常任委員会（当初予算審査）
　　２５日　本会議（閉会：当初予算採決）

　

市
民
の
皆
様
に
は
健
や
か

に
新
年
を
迎
え
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

議
会
も
７
人
の
新
議
員
が

誕
生
し
、
今
回
か
ら
２
人
減

の
20
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
編
集
委

員
会
も
新
構
成
と
な
り
、
今

後
２
年
間
議
会
だ
よ
り
を
作

成
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
関
係
で
は
昨

年
後
半
か
ら
年
初
め
に
か

け
、
暖
冬
の
影
響
を
受
け
野

菜
等
の
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
例
年
１
月
末
頃
に
咲

く
河
津
桜
が
年
末
か
ら
咲
き

始
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。

　

今
年
の
干
支
は
申
で
あ
り

「
災
い
が
去
る
」「
病
が
去
る
」

と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
今
年

１
年
皆
様
に
と
っ
て
も
南
九

州
市
に
と
っ
て
も
良
き
１
年

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。　
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日
置　

友
幸

編

後
集

記
新しい広報編集委員

吉
永
賢
三　

議
員

吉
永　

台
風
15
号
や
集
中
豪

雨
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
停

電
と
な
っ
た
地
域
が
あ
っ

た
。
停
電
の
際
に
福
祉
器
具

及
び
在
宅
医
療
機
器
を
利
用

し
て
い
る
人
に
対
し
、
市
で

小
型
発
電
機
を
備
え
、
貸
し

出
す
考
え
は
な
い
か
。

霜
出
市
長　

厳
し
い
財
政
状

況
で
市
が
購
入
す
る
こ
と

は
、
非
常
に
困
難
で
あ
り
、

貸
し
出
す
方
法
も
難
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
移
住
定
住
対
策

内
園
千
恵
子　

議
員

内
園　

南
薩
地
区
衛
生
管
理

組
合
に
お
け
る
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
候
補
地
を
27
年
度

ま
で
に
決
定
す
る
と
し
て
い

る
が
、
川
辺
地
域
は
２
カ
所

と
な
っ
て
い
る
。

　

川
辺
地
域
各
校
区
で
説
明

会
を
開
く
こ
と
と
、
建
設
規

模
は
、
人
口
減
少
や
ご
み
の

減
量
化
を
考
慮
し
適
正
規
模

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

霜
出
市
長　

２
カ
所
の
候
補

地
に
お
い
て
は
、
校
区
や
自

治
会
に
説
明
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
広
報
紙
に
よ
り

全
市
民
に
知
ら
せ
た
い
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
川
辺
地

域
各
校
区
で
の
説
明
会
の
開

催
は
考
え
て
い
な
い
。
適
正

規
模
に
つ
い
て
は
、
各
構
成

市
と
情
報
を
密
に
し
、
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
就
学
援
助

○
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置

亀
甲
俊
博　

議
員

亀
甲　

株
式
会
社
頴
娃
観
光

開
発
公
社
は
難
し
い
経
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
が
、
市
と

し
て
経
営
状
況
の
把
握
、
監

査
、
評
価
、
見
直
し
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
き
た
か
。

霜
出
市
長　

取
締
役
会
、
定

時
株
主
総
会
に
お
い
て
経
営

状
況
を
把
握
。
月
例
報
告
会

で
事
業
内
容
検
証
や
対
策
を

協
議
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
地
方
創
生

○
照
明
施
設
の
使
用
料
減
免

西　

次
雄　

議
員

西　

９
月
定
例
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
、
市
長
の
施
策

達
成
度
に
つ
い
て
概
ね
達
成

で
き
た
と
答
弁
し
て
い
る

が
、
次
期
市
政
に
ど
の
よ
う

な
施
策
を
期
待
す
る
か
。

霜
出
市
長　

次
期
市
政
に

は
、
３
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
、

南
九
州
市
の
一
体
化
を
進
め

な
が
ら
、
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
ほ
し
い
。
特
に
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
に

よ
っ
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
望
む
。

市
民
の
声
を
市
政
に
問
う

平
成
27
年 

第
４
回
定
例
会 

一
般
質
問
（
４
人
が
登
壇
）
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